
写真図版
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保木島遺跡より霧島山を望む

図版１



− 144 −

図版２

保木島遺跡より桜島を望む

保木島遺跡より金御岳を望む
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霧島御池軽石層上位の調査

１号土坑完掘状況（北より）

５号土坑（陥し穴状遺構）完掘状況（南より）

１号溝状遺構完掘状況（東より）

２号堀立柱建物跡完掘状況（南西より）

遺物出土状況（Ａ区［二次調査］）

図版３
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図版４

鬼界アカホヤ火山灰層下位の調査

１号竪穴建物跡検出状況（南西より）

３号集石遺構検出状況（北より）

1号竪穴建物跡・12・13号土坑完掘状況（北西より）

１号竪穴建物跡焼土断面

４号集石遺構検出状況（北東より）
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遺物出土状況（Ｃ区）

図版５

８・９号集石遺構検出状況（北西より）

７号土坑（陥し穴状遺構）土層堆積断面（上半部除去状況）

７号土坑（陥し穴状遺構）南側土層堆積状況

12号土坑完掘状況（北西より）

７号土坑（陥し穴状遺構）完掘状況（東より）

作業風景
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図版６

古代～中世の遺物

縄文時代晩期の土器（２）

縄文時代晩期の土器（１）

縄文時代後期の土器
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図版７

縄文時代早期の土器（１）

縄文時代早期の土器（２）

縄文時代早期の土器（４）

縄文時代早期の土器（６）

縄文時代早期の土器（５）

縄文時代早期の土器（７）

縄文時代早期の土器（３）
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図版８

縄文時代早期の土器（14） 縄文時代早期の土器（15）

縄文時代早期の土器（12） 縄文時代早期の土器（13）

縄文時代早期の土器（10） 縄文時代早期の土器（11）

縄文時代早期の土器（８） 縄文時代早期の土器（９）
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図版９

縄文時代早期の土器（16）

縄文時代早期の土器（18）

縄文時代早期の土器（20）

縄文時代早期の土器（17）

縄文時代早期の土器（19）

縄文時代早期の土器（21）
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図版10

縄文時代早期の土器（22）

縄文時代早期の土器（24）

縄文時代早期の土器（26）

縄文時代早期の土器（23）

縄文時代早期の土器（25）

縄文時代早期の土器（27）
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図版11

縄文時代早期の土器（28）

縄文時代早期の土器（29）

縄文時代早期の土器（30）

縄文時代早期の土器外面の赤色顔料
縄文時代早期の土器（31）

土製耳飾（耳栓）縄文時代早期の土器底部外面の白色物質
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図版12

縄文時代早期の石器（１）

縄文時代早期の石器（２）

縄文時代早期の石器（３）

縄文時代早期の石器（４） 縄文時代早期の石器（５）
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保木島遺跡
散布地
集落跡
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早期

掘立柱建物跡
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土製品（耳栓）の出土

要　約

　保木島遺跡は、宮崎県都城市梅北町に所在し、都城志布志道路の金御岳I.Cに位置する。
東側から西側にかけて緩やかに傾斜する斜面上に、中世の集落跡（掘立柱建物跡）や
縄文時代後期～晩期の土坑および遺物包含層、中期ないし後期頃の陥し穴状遺構、縄
文時代早期の竪穴建物や土坑・集石遺構や陥し穴状遺構などが存在することが明らか
となった。
　特に、南九州押型文土器の最終型式である手向山式土器と縄文時代早期後葉頃に位
置づけられる平栫式土器の間にあたる土器群が比較的まとまって出土したことは、耳
栓の出土もあわせて、遺跡の所在する都城盆地の縄文時代早期の様相を知るうえでも
大きな成果である
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